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＜地球温暖化防止と健康増進のための＞

１．調査期間
　　一次調査　2008年10月1日～31日

　　二次調査　2008年12月1日～31日

　　三次調査　2009年 2月1日～28日

２．調査内容
　　　　

３．結果の検討・分析
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趣意書
　国土交通省では2010年度に全国のマイカー通勤者の約１０％（約７８万人）
を公共交通機関、自転車、徒歩に転換させるエコ通勤促進行動計画を打ち出し
ています。また、山口県では「やまぐち自転車通勤拡大キャンペーン」を開始
し「自転車を使ったエコな通勤スタイル」の浸透を図ろうとしています。
　このように、自転車は地球温暖化防止と健康維持を兼ねた有力な通勤手段と
して見直されてきており、今後国・県から企業団体に対し自転車通勤促進施策
実施の要請が強くなると予想されます。
　宇部市地球温暖化対策ネットワーク（ＵＮＣＣＡ）では本年度、地域連携に
よる自転車利用促進事業「Ｅ－Ｃｙｃｌｅクラブ事業」の一環として、企業・
団体に協力していただき「自転車通勤トリップ数調査」を実施します。
　この調査を通じて協力団体での自転車通勤の実態を把握し、自転車通勤と自
転車利用者の増加を図るとともに今後の事業展開の参考とすることを目的とし
ています。
　つきましては、貴事業所・団体において当事業の趣旨にご理解をいただき、
「自転車通勤トリップ数調査」にご協力いただくようお願いいたします。
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自転車通勤トリップ数調査

調査団体（ある範囲の職場）において、調査期間内の構成員員の通勤全ト
リップ数と自転車通勤トリップ数および自転車通勤者数をカウントする。

３回の調査データに、勤務日数、天候・季節要因などを考慮して、以下を比較検
討し、今後の自転車利用促進事業展開の資料とする。

　■全構成員に対する自転車通勤の割合
　■自転車の通勤利用トリップの変動
　■自転車利用者数の変動


